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皮 膚 科領 域に お け るAmoxycillinの 使用 経験

有吉通泰 ・松本忠彦

九州大学医学部皮膚科学教室

(主任:占 部治邦教授)

は じ め に

Amoxycillin(以 下AMPCと 略 す)は,英 国 ビ-チ

ャム社 研 究 所 で開 発 され た 経 口用 ペ ニ シ リンで あ り,ア

ン ピシ リ ンと同 じ く広 範 囲 の抗 菌 スペ ク トル を もち,吸

収 性 に す ぐれ,ア ン ピ シ リン と同 量 の 内 服 に よ り約2倍

の血 中 濃 度 が え られ る。 そ の 構 造 はFig.1に 示 す とお

り,ア ンピ シ リン のペ ンゼ ン核 の パ ラ位 に 水 酸基 を導 入

した も ので あ る。 今 回,わ れ わ れ は 協 和 醸 酵,藤 沢 薬 品

株 式 会社 か ら本 剤 の提 供 を うけ,昭 和47年10月 か ら48年

3月 に か け て各 種 の皮 膚 化 膿 性 疾 患15例 に 使用 し,若 干

の知 見 を うる こ とが で きた の で 報 告 す る。

対象および使用方法

対象:Table 1に 示 す ような疾患,計15例 を対象 と

した。

使 用方法:1日 量1,000mg～1,500mgを6時 間 ない

し8時 間 ごとに,2日 間か ら18目間 にわた り経 口的に投

与 した。

効果判定:皮 膚化膿性疾患においては浅在性,深 在性

を間わず切開排膿,外 用剤の塗布 な どだけで も治癒する

ことが多 いため効 果の判定は難 しい ところである。われ

われは臨床症状 の改善速度,患 者の 自覚症状の有無な ど

を考慮 して有効,無 効 を判定 した。 なお,膿 疱性〓 瘡4

例 にたい して使用 してい るが,こ れ らにつ いては膿疱の

新生 の有無 で判定 した。

臨 床 成 績

お のお のの症例の成績は,Table 2に 示す とお りであ

る。15例 中,有 効6例,や や有効3例,無 効5例,中 止

(副作用)1例 であつた。有効例6例 の うちで,座 瘡の2

例 を除 く4例 中2例 にStophyloceccus epidermidisを

病巣か ら分離 した。無効であつた5例 中4例 は,い ずれ

も分離菌はStaph. aureusで,ABPCに たいす る感受性

は(-)～(+)で あ り,ペ ニシ リナーゼ産生 ブ菌であつ

た。 これ らは,い ずれ もセ ファロスポ リン系薬剤の投与

に より,治 癒ない し症状の改善をみている。副作用をて

い した1例 は内服 したつ ぎの 日か ら口囲の種脹 をきた し

たが,薬 剤に よるもの とは患 者が気づかず,さ らに1日

内服 した ところ腫脹が増悪 したため2日 目に中止,約1

週間 で症状は消失 した。

発熱,食 欲不振,下 痢な どの症状はみていない。 なお

15例 とも病巣か らの膿汁,分 泌液 を培養 し,菌 の同定,

感受性 テス トをお こなつた。 その成績はTable 3に 示

す とお りである。AMPCに ついては,感 受性 テス トが

お こないえなかつたので,ABPCで もつて代用 したが

AMPC投 与に よる臨床効果 と,ABPCに たいす る感受

性の程度 とは一致 した。

代 表 症 例

症例727才,女 子,化 膿性汗腺炎

Fig.2は 初診時 の所 見で,左 腋窩に小 指頭大 の化膿性,

炎症性の皮疹がみ られ る。

AMPC 1日4 cap.7日 間投 箏し,14日 後 にはFig.3

の とお り治癒 した。有 効 と判定 した。

症例928才,女 子,〓

Fig.4は 初 診時 の所見 で,右 頬 に発赤 と硬結がみ られ

る。

AMPC 1日4 cap.5日 間投与 し,治 癒 した。3日 後

Fig. 1 Structure of amoxycillin

Table 1 Clinical diagnosis
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Fig. 2 Case 7 (Hidraenitis suppurativa) 
before treatment.

Fig. 3 Case 7 (Hidradenitis suppurativa) after 
7 days treatment with Amoxycillin 
Evaluation : good response

Fig. 4 Case 9 (Furuncle) before treatment
Fig. 5 Case 9 (Furuncle) after 3 days treatment 

with Amoxycillin Evaluation : good 
response
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にはFig.5の とお り,発 赤 と硬 結 は ほ とん ど 消 退 して

い る。 有 効 と判 定 した。

か ん が え

日常,わ れ われ が経 験 す る化 膿 性 皮 膚 疾 患 患 者 の 病 巣

か ら分 離 され る菌 は,Staph. aureusと Staph. epider-

midisが 主 で あ り, Streptecoecusな どほ か の 菌 が 分 離

され る こ とは非 常 に少 ない 。 本 剤 の 臨 床 治験 を お こな つ

た とほ ぼ 同 じ時 期 の昭 和48年1月 か ら3月 に か け て,当

科 外 来 を 訪れ た1,287例 の患 者 の うち 病 巣 か らの 菌 の分

離 同 定,感 受 性 テ ス トを お こな つ た19例 に つ い て 調べ

て み た と ころ 同様 な結 果 を えた 。 す な わ ち,19例 中,9

例 か らStaph. epidermidis,8例 か らStaph. aureus

が分離培養 され,残 りは Enterobacterと Peptococcus

がおのおのの1例 ずつであつた。9例 の Staph. epider-

midisに ついてみ ると,4例 がTCに たいす る感受性

(+)で あ り,耐 性を獲得 しつつある と考 え られ る。 こ

の4例 はすべて膿疱性〓 瘡の患者であ り,当 科受診 まで

に短かい人で約2ヵ 月間,長 い人で約1年 半の抗生物質

の投与 を うけてい る。TCに たい して(柵)の 感受性を

示 した残 りの5例 中3例 が膿疱性〓 瘡であるが,こ れ ら

はすべ て未治療患者であつた。最近 テ トラサイ ク リン系

抗 生物質 は,膿 疱性〓瘡にたい して とみに使用 されてい

る薬剤であるが,そ の使用にかん してはわれわれ臨床家

としては,耐 性菌の出現を防 ぐために も,も つ と注意す

べ きであろ う。 また今回の臨床治験で化膿性汗腺炎 と感

染性粉瘤 の患者病巣か らStaph. epidermidisを 単独に分

離 したが,疾 患の性格上常在菌の混入 とは考えがた く病

原菌 として取 り扱つて よい と思われ る。現在 まだStaph.

epidermidisの 病原性については論議の多い ところであ

るが本症の よ うに発症の主たる原因 としての役 割を果 た

してい る場合 も充分 考 え られ る と思 う。 なお,StaPh.

epidermidisは すべ てABPCに たいす る感受性は(+++)

であつた。 つ ぎにStaph. aureusに ついてみ ると,8

例中2例 がペニ シリン耐性 ブ菌 であつた。 この2例 は同

時 にTC,SMに たい して(+)と 低い感受性を示 して

いた。臨床治験15例 中4例 にみ られたペ ニシ リン耐性 ブ

Table 3 Isolated organisms and sensitivity 

test results

* Abbrevation :

Table 4 Organisms isolated from clinical speci-

mens of outpatients seen at OPD of de-

rmatology, Kyushu University from Jan. 

73 to Mar. 73
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菌 でも,同 様な結果をえてい る。

以上のべた よ うな ことを参考 として,今 回の臨床治験

結果を考えてみたい。臨床成績の項でのべた とお り,15

例中,有 効6例,や や有効3例,無 効5例,中 止(副 作

用)1例 であ り,や や有効を含め ると15例 中9例 にたい

して有効であつた。無効例5例 中4例 はペ ニシ リン耐性

ブ菌であ り,本 剤の効果その もの とは関係な く,い ちお

う満足すべ き結果 とい える。本剤の もつ とも特徴 とす る,

ABPCと 同量 の経 口投与 でABPCの 約2倍 の血中濃度

を うるとい うことについては,臨 床的に確認す ることが

で きなかつた。皮膚科的な臨床効果の度合の判定は多分

に主観に頼 るところが多 く,ま た外用療法で もかな りの

効果が期待で きるため,そ の よ うな微妙な判定は難 しい

よ うに思 う。 この ことについては実験家兎 梅毒 について

検討中である。 ひ ごろわれ われは化膿性疾患 の患者 を治

療する場 合,抗 生物 質の選択 に迷 うことが多い。今 回の

成績を もとに して考 えてみる と,病 巣 か らの 分 離 菌は

Staph. aureusと Staph. epidermidisが ほ とんどで あ

り,さ らにStaph. epidermidisに おいてはTCに たい

する耐性菌 出現 の問題,Staph. aureusに おいては15例

中6例 にペニ シリン耐性 ブ菌を検出 した ことは考慮され

るべ きであろ う。新合成PC,AMPCは Staph. epider-

midisに たい して強い感受性を もち Staph. aureusに

たい して も,ペ ニシ リン耐性 プ菌を除 けば,ABPCと

同様な有効な結果 を期待 できる。 さ らに 本 剤 が 従来 の

ABPCと 同量の経 口投与に よつてABPCの 約2倍 の血

中濃度に達 し うる とい う特徴か らみて,胃 腸障害 などの

副作用の減少や,費 用 の点 な どか ら考えてみて も,今 後

積極的に使用 して もよい薬剤ではないか と考え る。

ま と め

1) 15例 の皮膚 化膿 性 疾 患 にAmoxycillinを1日

1,000mg～1,500mg使 用 し,9例 に有効 とい う成績 を

えた。

2) 副作用は1例 に 口囲の腫脹がみ られた。 t

3) Amoxycillinで は Ampicillinと 同量 で より高

い血中濃度がえ られ るとされているが,臨 床的には確認

で きなかつた。

4) 〓 瘡 の 抗 生 物質 に よる治 療 と Staphylococcus

epidermidisの 病原性について言及 した。

(占部 教授 の御校閲 に深謝す る。)

A CLINICAL TRIAL OF AMOXYCILLIN 

ON SOME INFECTIOUS SKIN DISEASES

MICHIYASU ARIYOSHI and TADAHIKO MATSUMOTO 

Department of Dermatology, Faculty of Medicine, Kyushu University 

(Director : Prof. HARUKUNI URABE)

Amoxycillin (ƒ¿-amino-p-hydroxybenzyl penicillin) is a broad-spectrum semisynthetic penicillin similar 

in activity to ampicillin. 

The results obtained from a study of the effect of amoxycillin on various infectious skin diseases are 

as follows : 

1) Amoxycillin was administered at a daily dose of 1, 000•`1, 500 mg to 15 patients with infectious skin 

diseases and found to be effective in 9 cases of them. 

2) As a side effect, the perioral swelling was observed in one case. 

3) Amoxycillin is reported to be better absorbed from the gastrointestinal tract resulting in higher 

blood levels than those obtained following equivalent doses of ampicillin. But
, the significance of 

higher blood levels was not demonstrated clinically in our study. 

4) The authors discussed the treatment of acne with antibiotics and the pathogenicity of Staphylococcus 

epidermidis.


